
❶ 質量数＝A，原子番号＝Zとすると，

1）のα壊変の娘核はA-4，Z-2，2）のβ－

壊変の娘核はA-0，Z＋1，3）のβ＋壊変

の娘核はA-0，Z-1，4）の軌道電子捕獲の

娘核はA-0，Z-1，5）の核異性体転移はA-

0，Z-0の変化を伴う．したがって，Aが

変化するものはα壊変のみとなり，答え

は1）となる．

❷ 本頁左下の表より，娘核がβ＋を放

出するものは放射平衡にある68Ge-68Gaで

あり，答えは1）となる．

❸ 235Uの核分裂収率は質量数が90と

140付近に核分裂片が生成されるので，

答えは3）の144Ceとなる．

❹ 放射性核種の分離

1）酸化還元反応は化学線量計にも利用

され，電気化学的分離においても酸化，

還元作用として電解法，イオン化傾向法

が用いられるので正しい．

2）クロラミンT法はタンパク質に131I，
125Iを導入する方法であり，分離法でな

いので誤りである．

3）イオン交換法の特徴は①官能基（交

換基）が必要，②無担体分離が可能，③

pHが重要，④操作時間が長い，⑤高分

子樹脂が必要なので，誤りである．

4）目的RIの沈殿防止には保持担体が用

いられるのでスカベンジャは誤りである．

5）溶媒抽出法は混合しない有機相と水

槽に目的RIを溶解させる方法なので，有

機相の量，水槽の量によってトレーサー

量からマクロ量まで分離可能であるから

正しい．正しいのは1），5）となる．

❺ 蛋白質の放射性ヨウ素標識

1）アマルガム交換法は，水銀に金など

の金属を溶かして後に水銀を蒸発させて

目的の金属を得る方法であり，ヨウ素標

識に用いない．

2）ラジオコロイド法は弱アルカリ性溶
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❷ 親核 崩壊/半減期 娘核　 崩壊/半減期 孫核 崩壊/半減期

1）68Ge EC/288d 68Ga β＋/68m 68Zn 安定

2）81Rb β＋/4.6h 81mKr IT/13S 81Kr EC/2.1×105Y

3）90Sr β－/28Y 90Y β－/64h 90Zr 安定

4）99Mo β－/66h 99mTc IT/6h 99Tc β－/2.1×105Y

5）113Sn EC/115d 113mIn IT/1.6h 113In 安定



液に極微量の放射性核種が混入するとラ

ジオコロイドが生成されることを利用し

た分離法なのでヨウ素分離に用いない．

3）ウィルツバッハ法は3H（トリチウム）

ガスを用いて試料に3Hを標識する方法で

あり，ヨウ素標識でない．

4）ボルトンハンター法は，ヨードゲン

法と同様にタンパク質に放射性ヨウ素を

標識する方法である．

5）ラクトパーオキシダーゼ法はクロラ

ミンT法と同様に131I，125Iを蛋白質に標

識する方法である．ヨウ素の分離法は4），

5）となる．

❻ 放射化分析の特徴は，①核反応を利

用する，②極微量の原子を検出可能，③

娘核の放出放射線から親核を特定する，

④娘核の半減期の6倍照射すると飽和定

数S＝（1－e－0.693t/T）は一定（＝1）と

なる．⑤熱中性子を照射する．⑥照射中

性子速度が小さいほど核反応はよく発生

する（1/V法則），⑦目的以外の原子も放

射化する．⑧精度は放射化量によって決

まる，⑨放射化の式はN＝原子数，σ＝

断面積，f＝中性子束密度，t＝照射時間，

T＝生成核半減期とすると，放射化数

A＝Nσf（1－e－0.693t/T）で示される．

❼ 質量数をm，中性子束密度をf，ア

ボガドロ数をNa，試料重量をw，存在比

をPとすると，原子数Nは

N＝P・w・Na/m ―①

で示される．放射化の式は生成核種量を

Aとすると半減期がT，照射時間がtなら，

A＝N・σ・f（1－e－0.693t/T） ―②

で示される．

②にt＝2Tを代入すると

A＝N・σ・f（1－e－0.693・2T/T）

A＝N・σ・f（1－e－0.693・2）

A＝N・σ・f｛1－（1/2）2｝

A＝N・σ・f｛1－（1/4）｝

A＝（3/4）N・σ・f となり，―③

③に①を代入して A ＝（ P ・ w ・

Na/m）・σ・f・（3/4）となり，

P＝8％＝0.08を代入して

A＝0.08・w・Na・σ・f（3/4）

A＝8・w・Na・f・σ（1/100）（3/4）

A＝2・w・Na・f・σ・3/（100・m）

A＝3・w・Na・f・σ/（50・m）
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